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曼荼羅絵をヒントに「ありがとう」の文字
を添えて各々の思いを書き付ける。ぐるぐ
ると自分の位置も回りながら書くうちに内
面の変化、相乗効果が見られるそうです。

ひとり一人の手しごとが極まった感のある陶器・古布の
作品たち、展示にも工夫が凝らされて…。素材を見ると
次々とアイディアが沸くというのも羨ましい。

＊ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ＊五十猛保育園マーチングバンド

和太鼓 縁

農業大学校

手しごとや 楽

ぐるぐるアート世話人の会

母恵夢

発表・交流・発信を楽しみにしてきた
皆さんが一堂に集う「あすてらすフェスティバル」

新たな取り組みとして
「あすてらすサポートクラブ」による自主運営に。

約１,８００名来場され
オープニングからクロージングイベントまで

大変賑やかな２日間でした。

自主企画イベントでは６６の個人や団体が
様々な活動の成果を発表。



おじさんたちが作ってくれる本格的な
竹とんぼや大きな水鉄砲に子どもたち
は夢中でした。

ポーセラーツの作品は手仕事とは思
えないほどきれいな仕上がりで、そ
の一角が華やかに目立っていました。

和太鼓 縁
佐田町婦人会
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フローラル フェアリー

田んぼの学校

＊クロージングイベント＊
ＪＡ石見銀山女性部長久支部ふれあい班

手づくりグループ 風

日原町連合婦人会



「あすてらすフェスティバル２００５」を主催した「あすてらすサポートクラブ」の 
福島恵美子代表に今回のフェスティバルを振り返っての感想をうかがいました。 

 
 
 
 
 
 
 
Ｑ．「あすてらすサポートクラブ」さんは今回、

しまね女性ファンドの助成を受け、主催として

活躍されました。準備からフェスティバル当日

を振り返っていかがでしたか。 
Ａ．資金面で不安があったため、公益信託しま

ね女性ファンドへ応募しました。かなり不安が

ありましたが採択されてホッとしました。 
 あすてらすの組織体制が今年急変し、「あす

てらすフェスティバル」は助成を受けたあすて

らすサポートクラブのメンバーにかかりまし

たが、サポートクラブの主要スタッフが減った

り、あすてらす職員の皆様との連携がうまくい

かなかったり、果たしてうまくいくのか不安で

した。しかし、話し合う事で無事当日を迎え、

大盛会に終わることができました。来年につな

げられたとホッとしています。 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ．特に印象深かったことはなんですか。 
Ａ．昨年より出展数は減りましたが、内容は充

実していました。回を重ねることで顔なじみが

増え、自然に笑顔がこぼれ、声かけ等がスムー

ズにでき、良いコミュニケーションがとれたと

思います。 
 今回、あすてらすと地元の関係はまだまだ親

近感に欠けていると思いました。行政関係がよ

うやく「あすてらすフェスティバル」に関心が

出てきたところ。住民にはまだまだ。「あすて

らす」を知ってもらえるよう、あすてらすの職

員さんは地域の行事にも出かけていただき、顔

見知りになり、更に良い関係を築いていけば定

着していくと思います。 
 また、施設内はバリアフリーになっていない

場所が多いので、時間をかけてもすべての人が

参加、来館できるようなフェスティバルにして

ほしいです。 
 サポーターの皆さんは無償ボランティアに

も関わらず不満も言わずにサポートしてくだ

さったことに深く感謝しています。今回はサポ

ーターに若い方も加わっていただけました。こ

れからは若い世代の方々を育成することも大

事だと思います。 
 
 
 
 
 
 
Ｑ．講演で、また自主企画で、そしてご来場い

ただきフェスティバルを盛り上げてくださっ

た皆さんへひとことお願いします。 
Ａ．県内各地から大勢の皆様方が２日間お出か

けくださって、全館が心地よいにぎわいで活気

に満ちていました。出会う人の表情はみな柔ら

かく、お互いに会話も気軽にでき、とても優し

い雰囲気に包まれました。 
 開催までの間、私に多くの方々がねぎらいの

言葉をかけてくださいました。今年も多くの

方々の心の豊かさを感じました。大勢の力で今

回も盛大に終わることが出来ました。厚くお礼

申し上げます。来年も再び素晴らしい出会いを。 
〈インタビュー：neko〉



広く県民の皆さんに男女共同参画社会に対する理
解を深めていただくために「男女共同参画セミ
ナー」を開催しました。今年度第１回目は男女共同
参画をテーマとした寸劇と基調講演の２部構成で行
いました。
まず、寸劇では「劇団 青い鳥」のおふたりが、ど

この家庭にでもありそうな場面での男女の役割分担
や意識の違いなどについて、二世代の夫婦のやり取
りで演じられました。お二人の息の合った出雲弁で
のやり取りにより、明るく楽しい雰囲気を演出され、
堅苦しく思われがちな男女共同参画というテーマを
来場者のみなさんに身近なものと感じていただくこ
とができたと思います。
続いての基調講演では、６月のＮＨＫの管理職の

人事異動により、女性初の理事待遇であるアナウン
ス室長に就任されたばかりの山根基世さんが、３０
余年に渡るアナウンサーとしての経験を通して、自
分の言葉を持つことの大切さや、誰もが持っている
無意識の部分での感情について話されました。男女
共同参画社会を進める中での人と人との関係を育て
るためには何が必要かについて考えるきっかけとな
りました。また、ゆったりとしたお話しぶりの中に
も、男性優位の職場環境の中で現在の地位を築かれ
るまでのご苦労やご努力が感じられ、リーダーとな
るための心構えについても見直す機会となりました。

〈（財）しまね女性センター 福間祐子〉

●プロフィール●

＜劇団青い鳥＞
出雲市湖陵町在住の森山和子さん、三原
美智留さんによる名コンビ。お二人は地
域で子どもや高齢者を対象としたボラン
ティア活動を行う一方、島根県男女共同
参画サポーター（旧湖陵町）として、平
成１５年から寸劇を通じた地域への話題
提供と男女共同参画の推進を行っている。

＜山根基世さん＞
1948年、山口県防府市に生まれる。早
稲田大学文学部英文学科卒業。1971年、
ＮＨＫに入局。ＮＨＫ大阪放送局勤務を
へて、1974年よりＮＨＫアナウンス室
（東京）勤務。2000年、第26回放送
文化基金賞受賞。「関東甲信越・小さな
旅」「はんさむウーマン」「土曜・美の
朝」「ラジオ深夜便」などの番組をへて、
現在は「新日曜美術館」を担当している。
著書に、『女・今を一心に生きる』（三
笠書房）『ことばで「私」を育てる』
（講談社）など

レポート

日時 平成１７年６月１８日（土）
１３：３０～１５：３０

場所 県立男女共同参画センターあすてらす
ホール

◇◆基調講演◆◇
「男（ひと）と女（ひと）良きパートナーでいるために」

講師 山根基世さん（ＮＨＫアナウンス室長）

Inあすてらすフェスティバル２００５

「あすてらすフェスティバル２００５」と
同時開催した「男女共同参画セミナー」は
ホールが満席となる大盛況でした。

◆◇男女共同参画寸劇◇◆
「三原家の場合」

出演 劇団青い鳥（出雲市湖陵町）



 
 

 

「自分を振り返り・・・」 

ひらたﾈｯﾄｽﾃｰｼｮﾝ事務局 出雲市 

 

十年前、私はいわゆる「鼻持ちならな

い女」だった。 

能力重視で女性であっても昇進の道が

開かれた会社で働き、支店勤務でありな

がら本社所属という社内でも特別な立場

にあった私は、自分を客観的に見る目を

持たない傲慢な女だった。 

もし、そのままの私であったのなら、

今の私はいなかっただろう。 

奢り昂ぶった私を変えたのは「今の君

は出来る女が陥りがちな危険な状態にあ

るよ。」というある上司の言葉だった。

最初は意味がわからず反発した私だった

が、自分を冷静に見たときに、周囲を見

下し、他人の良いところを認めて尊ぶこ

とを知らない自分の醜さに愕然とすると

同時に猛反省した。 

女性が社会に出て、周囲から評価を受

けることで感じる喜びは大きい。しかし、

そこで大事なことは謙虚に自分を振り返

り、反省を重ねつつ生きることだと今の

私は思う。 

その会社で身につけた様々な考え方や

能力は今でも私を支えてくれている。身

につけたものをさらに磨きながら、傲慢

にならず、優しく可愛い女性でありたい

といつも思っている。 

   

 

 

「不器用な夫？！」 

気のなが～い妻 益田市 

 

 妻が洗濯機を回したが干さず出勤した

後、夫が気づき外に干してくれた。妻は

そのことを知らず夕方からの会議を済ま

せて夜９時過ぎに帰宅。「干してくれた

んだ」と取り込んでいる時、夫も帰宅。

「せっかく干したのに今頃まで外におい

たら湿るじゃないか」と苛立ちの声。「私

も今帰ったところなんよ。干してくれた

のね、ありがとう」の妻の声に照れくさ

いのか知らん顔。 

 数日後の日曜日、夫はせっせと洗濯干

しをしていた。「ありがとう！」と外に

出てみると私が大切にしているＴシャツ

の襟首をハンガーにかけるため思い切り

引っ張ったらしく「だら～ん」と伸びて

いた。その後、ニットのセーターをハン

ガーにかけたり、ウールとポリエステル

や色物と白い物の区別をせず、洗剤や洗

濯方法も変えないため着られなくなった

衣服が続出、その都度がっくりしたり、

しまったと思ったりしている。 

 今まで家事に見向きもしなかった夫が

「やってみよう」と思ってくれただけで

も嬉しい事。相手のやる気を壊さないで

洗濯物が「無事な状態」にするにはと日々

考え工夫をしている気のなが～い妻です。 

 「男女共同参画って何？」「男性も女

性も同じ人間ってことじゃない？」「当

たり前じゃ」「でも、あなたの言ってい

ることと行動とが何となく合っていない

と感じるのは私だけ？」にならないよう

頑張ろうね、あなた！ 



少少                                                  
  
高高齢齢化化社社会会へへのの意意識識改改革革  
老老年年学学入入門門  

  
                              
  
  
  

                  関関口口礼礼子子編編  
                    勁勁草草書書房房  

  
日日本本のの高高齢齢化化はは、、世世界界にに類類をを見見  

なないいほほどど急急速速でで、、一一世世代代ののううちちにに  
意意識識のの改改革革、、制制度度のの作作りり変変ええななどど  
がが行行わわれれななけけれればば間間にに合合わわずず、、家家  
庭庭内内外外ででのの世世代代間間ののふふれれああいいをを意意  
識識敵敵にに努努力力すするる必必要要ががああるる。。現現実実  
にに、、若若者者ににはは体体験験をを通通ししてて高高齢齢者者  
ににつついいててのの学学習習がが進進めめらられれ、、高高齢齢  
者者ににもも学学習習しし自自立立すするる機機会会がが広広げげ  
らられれてていいるる。。米米国国でで展展開開さされれてていい  
るる教教育育老老年年学学のの日日本本版版ととししてて、、新新  
たたでで興興味味深深いい視視点点がが面面白白いい。。  
                    ((白白くくまま))                                                   

  

晩晩年年のの教教科科書書  

                                          

                          

  

  

  

                        虹虹企企画画編編          

                    河河出出書書房房新新社社    

  

いいずずれれははややっっててくくるる老老後後((？？))。。  

ささててどどうう向向きき合合ううかか。。余余暇暇ををどどうう  

過過ごごすすかか、、年年金金、、遺遺言言、、相相続続、、おお  

墓墓にに、、葬葬儀儀はは？？等等々々、、一一応応はは知知っっ  

てておおくく方方がが良良いい事事でですすよよねね。。詳詳しし  

くくはは別別ににししてて､､ささりりげげななくく夫夫のの目目  

にに触触れれささせせるるににもも適適切切なな本本。。  

                                      （（涼涼風風））  

  

  

  

ＢＢＯＯＯＯＫＫ  レレビビュューー  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
いいつつののままににかか私私もも「「婆婆ああ」」  
居居ななおおっってて老老いいをを楽楽ししむむ  
           
    
  
  
                            
              門門野野晴晴子子著著    
                                    講講談談社社    

  
ＮＮＨＨＫＫドドララママ「「天天ううらららら」」のの原原

案案ととななっったた作作品品のの著著者者でで、、早早くくトトシシ

ををととりりたたかかっったたとといいうう門門野野ささんんがが還還

暦暦をを迎迎ええ、、自自分分のの老老いいににつついいてて、、国国

際際結結婚婚ををししたた娘娘ののこことと、、実実母母のの介介護護

ののここととななどどをを交交ええててテテンンポポよよくく、、小小

気気味味いいいい語語りり口口ででつつづづるる。。様様々々なな出出

来来事事にに直直面面ししたた時時のの正正直直なな気気持持ちちがが

そそののまままま伝伝わわるる。。                                                    
                ((ｎｎｅｅｋｋｏｏ))  

  
  
  
  
  
  
  

      

  
ひひととりりっっ子子時時代代のの子子育育てて  
           
  
  
  
  
              杉杉山山由由美美子子著著  
                  日日本本放放送送出出版版協協会会  

  
少少子子化化のの現現在在、、ひひととりりっっ子子ははポポ  

ピピュュララーーなな存存在在。。そそここににああええてて焦焦  
点点ををああてて、、現現実実をを描描きき出出すす。。ししかか  
しし、、子子供供がが何何人人ででああれれ、、子子育育ててにに  
つつききままととうう““親親のの後後ろろめめたたささ””「「少少  
しし視視点点をを変変ええててみみるる」」・・「「社社会会ののおお  
世世話話ににななるる」」。。別別のの方方向向性性がが、、ああなな  
たたのの心心をを軽軽くくしし、、子子育育ててをを楽楽ししむむ  
ききっっかかけけににななるるかかもも。。((ハハッッシシーー))  
  
誰誰がが老老いいをを看看取取るるかか  
女女手手だだけけでではは支支ええききれれなないい  
                              

                        
    
  
  

                  沖沖藤藤典典子子著著  
                  ﾐﾐﾈﾈﾙﾙｳｳﾞ゙ｧｧ書書房房  
  
本本当当にに明明るるくく満満たたさされれたた晩晩年年にに  

必必要要ななののはは、、誰誰もも犠犠牲牲ににししなないい介介  
護護ででああるる。。そそここににはは、、生生きき方方のの中中  
かからら「「老老いい」」とと「「死死」」をを見見つつめめるる  
事事、、家家族族ののあありりよようう、、夫夫婦婦ののあありり  
よよううをを問問うう事事ににもも及及ぶぶ。。本本書書のの中中  
でではは、、老老いいのの先先輩輩かからら学学ぶぶこことともも  
含含めめてて、、老老人人ホホーームムやや施施設設ででのの思思  

いいももよよくく分分かかるる。。「「中中年年期期のの生生きき方方  

がが、、二二十十一一世世紀紀のの老老いいをを決決めめるる」」  

とといいううフフレレーーズズににドドキキリリのの一一冊冊。。  

（（白白くくまま））  

少子高齢化社会と福祉 

 

 

 



〒694-0064 島根県大田市大田町大田イ236-4
TEL 0854-84-5500(代) FAX 0854-84-5589
URL http：//www.asuterasu.pref.shimane.jp/
E-MAIL asu-01@asuterasu.pref.shimane.jp

発行/財団法人しまね女性センター
編集/情報Market編集委員 表紙イラスト/おのみゆき

■開館時間
9時～21時（受付は9時～19時まで）
・情報ライブラリー 19時まで
・ニューメディアスペース 19時まで（土曜･日曜は17時まで）

■休館日
毎週月曜日･国民の祝日･年末年始（12月29日～1月3日）
※ただし、宿泊施設については、日曜日･国民の祝日･年末年始（12月28日～1月3日）

島根県立男女共同参画センター

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

■問い合せ先■ 財団法人しまね女性センター 事業課 TEL 0854-84-5514

編集委員って？
こんなことしてますこんなことしてます

・本を読んで書評を書く
・インタビューをする
・レポートを書く

・イラストを描く

・イベントの写真を撮る
・パソコン（ワード）で原稿を作成

＊その他さまざまな活動をしています。

あるときは職人、あるとき

は家族のように編集を楽し

んできた情報マーケットの

仲間は、明日の「あすてら

す」を見つめています。今

回のフェスティバルのよう

に、心と力を寄せ合う場が

いつでもどこでも実現する

といいですね。

(白くま)

市町村名 人数 人数

浜田市 0 12

出雲市 12 9

益田市 9 12

大田市 12 44

安来市 44 7

江津市 7 9

平田市 0 11

雲南市 9 11

鹿島町 11 1

島根町 11 1

（誤） （正） 第
３
号
に
掲
載
し
ま
し
た
『
あ
す
て
ら
す
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
員
数
（
平
成
十
六
年
度
）
』
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

「あすてらすネットワーク

情報Market」へのご意見・情報を

お待ちしています

住所・氏名(グループ名)・電話番号を明記の

上、下記あてに郵送、ＦＡＸ、メールにて

お送りください。匿名希望の方はペンネー

ムをご記入ください｡原稿は400字以内、イ

ラスト、漫画は葉書大以内でお願いします｡

掲載させていただいた方には

500円分の図書カードをさし

あげます。

１～２ヶ月に１回あすてらすに
集まって、記事の編集やブック＆
ビデオコーナーの書評の作成などをしてい
ます。少人数でお茶を飲みながら、ワイワ
イ楽しく作っています。
現在、情報Marketを作るメンバーを募集

しています。ミニコミに興味のある方、新
たな出会い、友達を作りたい方、男女共同
参画に興味がある方・・・大歓迎です。パ
ソコンが使えなくても色々な活動をしてい
ますので、得意な分野で参加してください。
詳しくは下記までご連絡ください。
ご連絡お待ちしております！


